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１　教育目標

令和６年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　貴志南小学校

作成日 令和　  ７年　  ３月　 　３日

　　　　　望ましい人間像をめざし、一人ひとりの子供の主体性・創造性を養い、心身ともに健康で、
　　　　　豊かな人間性や社会性のある子供の育成をめざす。　―　たくましい子　・やさしい子　・考える子　―

2　学校自己評価についてのご意見

基礎学力の定着 豊かな心の育成 健やかな体の育成 開かれた学校

　◎基礎・基本の定着
　◎家庭学習の定着
　〇主体的に取り組む

◎道徳教育の充実
◎いじめの未然防止、早
期発見
○友達を大切にする

◎健康な生活
◎基礎体力の増強
〇危機回避能力の育成

◎家庭・地域との連携充実
◎保幼小の接続、中学校区
における連携の推進
〇地域の資源の活用

・楽しんで学校に通い、学習
習慣をしっかりつけて欲し
い。
・学習の基礎基本をしっかり
身に着けることが重要であ
る。
・放課後に少しでいいので
学習時間があるとありがた
い。

・学校での様子を伝えても
らい、家庭で子供との会
話を増やしていくことが大
切である。
・豊かな心の教育は、学
校で様々な友達と関わる
ことが重要である。

・毎日の生活習慣の確立のた
めに、学校と家庭が連携し、意
識を高めて取り組むことが大切
である。
・食育の授業を通して、朝ごは
んの大切さを再確認した。
・外で元気に遊ぶ姿をよく見る。
良い事だと思う。
・給食のおかずが少ない時があ
るように思う。

・学校行事に保護者が関わ
ることができて、子供の様
子や学校の取り組みが分
かって良かった。
・参観・懇談や家庭訪問等
で直接先生と関われること
は有意義である。
・幼稚園との交流は１年生
にとって非常に良かった。

・図書室だけでなく、廊下
や教室の手に取りやすい
ところに本を置き、学校が
読書に力を入れているこ
とが伝わる。
・放課後に残って補習をし
てもらえるのはありがた
いが、遅くなる時に連絡
があると安心します。

・学級でトラブルがあった
時には、相手の気持ちを
想像するように指導して
いる。
・友達とのトラブルでは、
子供にどう対応すべきか
を考えるように指導できて
いる。

・暑さ対策が必要である
が、基礎体力をつけるた
めにしっかりと体を動かす
ようにしてほしい。
・避難訓練は、地震・津
波、火災、不審者などに
取り組めていた。

・様々な行事を行うことが
できたので、保護者や地
域の方と関わる機会が増
えて良かった。
・学校HPでは、保護者や
地域に情報共有すること
ができ、相互理解が進む
ので非常に有用である。

・めあての提示と振り返り
を毎時間行い、子供たち
が学習の見通しを持つこ
とができているのは良い
ことだと思う。
・自分の考えを言葉で表
現することは難しいが、非
常に大切である。

・去年に比べて学級が落
ち着いているので、子供
たちが楽しく過ごすことが
できている。
・保護者アンケートの「い
じめをなくす学校・学級づ
くり」で、「分からない」が
19％あり、もう少し取り組
みを伝える必要がある。

・「元気南っ子アンケート」
で生活習慣の見直しをあ
らためてできることは大変
有意義である。
・アレルギーに対して一人
ひとりに丁寧に対応でき
ている。

・幼保小連携や、中学校
区内の小学校連携につ
いての取組をさらに進め
る。
・地域人材や地域教材を
もっと活用する機会を増
やす。

・すべての子供が授業に楽
しく、主体的に取り組めるよ
うな工夫が必要である。
・子供が自分で考えたくなる
ような問題解決型授業を実
施できる教員の授業力を養
成する。
・規則正しい生活と家庭での
学習習慣の確立に向けて、
保護者との協力体制を作
る。

・地域の方々との交流を、
今まで以上に実施するこ
とが必要である。様々な
人との関わりの中で学ば
せてあげたい。
・子どもセンターの茶道教
室や、ものづくり教室にお
いて、地域の方との交流
の機会を持てるように取り
組みたい。

・学校で過ごす時間が長
いので、体育以外でも体
力づくりのために子供たち
が楽しんで取り組めること
を実施すると良い。
・子供センターにおいて、
体力向上の取組や、体を
動かすことの楽しさを感じ
られる取組を増やしていき
たい。

・学校HPでの情報発信
は、手軽に学校の様子が
分かるので、育友会の行
事等をもっと載せていけ
ばよい。
・学校行事だけでなく、普
段の授業の中で、地域の
方の協力をしてもらえれ
ば良いのではないか。

３　その他のご意見
・子供たちが元気に学校に行ってくれるのが一番嬉しく、学校が楽しい場所であるのが何よりです。
・欠席の連絡を電話でなく、スマホでできるようにしてほしい。
・家ではスマホやゲームばかりしているので、学校では外遊びを進めていただけたらありがたいです。
・学校だよりや学級通信、ホームページなどで学校の取り組みや子供の様子を伝えてもらえるのはとても安心します。


